
INFORMATIONTSUYAMA

と
き
　
２
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ
　
市
役
所
東
庁
舎

予
定
人
数
　
２
人
程
度

受
験
資
格
　
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
幼
稚
園
教
諭
免
許

状
を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た
は
平
成�

　
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人

応
募
方
法
　
教
育
管
理
課
に
備
え
付
け

の
所
定
の
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
応
募

締
め
切
り
　
１
月
26
日
（
月
）
午
後
５

時
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
委
教
育

管
理
課
（
市
役
所
東
庁
舎
２
階
）
3

32
‐
２
１
１
２
へ

　
都
市
計
画
法
に
よ
る
津
山
広
域
都
市

計
画
用
途
地
域
お
よ
び
道
路
の
変
更
、

津
山
広
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保

全
の
方
針
）
の
決
定
を
す
る
た
め
、
変

更
案
と
決
定
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中

に
意
見
書
（
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
内
容
　
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変

更
案
（
市
内
城
代
町
〜
小
原
）
、
都

市
計
画
道
路
総
社
川
崎
線
の
変
更
案�

（
市
内
総
社
〜
山
北
）
、
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
決
定
案

と
き
　
２
月
３
日
（
火
）
〜
16
日
（
月
）

の
執
務
時
間
中

と
こ
ろ
　
市
都
市
計
画
課

※
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
決
定
案
は
、

県
都
市
計
画
課
（
県
庁
６
階
）
で
も

縦
覧
と
意
見
書
の
提
出
が
で
き
ま
す

意
見
書
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒

７
０
８
‐
８
５
０
１
津
山
市
山
北
５

２
０
津
山
市
都
市
計
画
課
（
市
役
所

５
階
）
3
32
‐
２
０
９
６
ま
た
は
〒

７
０
０
‐
８
５
７
０
岡
山
市
内
山
下

２
‐
４
‐
６
岡
山
県
都
市
計
画
課
3

　
０
８
６
‐
２
２
６
‐
７
４
９
２
へ

　
市
で
は
、
視
覚
障
害
が
あ
る
人
の
た

め
に
広
報
つ
や
ま
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
た
「
声
の
広
報
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
行
政
広
報

室
3
32
‐
２
０
２
９
へ

　
行
政
機
関
に
対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
電
子
申
請
や
届
け

出
な
ど
を
行
う
と
き
に
、
本
人
確
認
手

段
と
な
る
「
電
子
署
名
」
「
電
子
証
明

書
」
を
提
供
す
る
「
電
子
署
名
に
係
る

地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る

法
律
」
（
公
的
個
人
認
証
法
）
が
１
月

下
旬
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
現
在
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
パ
ス

ポ
ー
ト
の
取
得
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
内
容
が
確
定
し
た
時
点
で
順

次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
住
民
課
3
32
‐
２

０
５
２
へ

と
き
　
１
月
22
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

相
談
内
容
　
新
築
、
増
築
、
改
築
、
建

築
基
準
法
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
な

ど
※
相
談
は
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ
先
　
市
建
築
住
宅
課
3
32

‐
２
０
９
９
へ

と
こ
ろ
　
津
山
団
地
（
林
田
）
、
高
野

団
地
（
高
野
山
西
）
、
佐
良
山
団
地�

（
一
方
）

応
募
資
格
　
①
県
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
が
あ
る
こ
と
②
同
居
親
族
（
婚

約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

50
歳
以
上
の
人
や
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
は
単
身
で
も
応
募
可
③
収
入
が

定
め
ら
れ
た
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

応
募
期
間
　
２
月
２
日
（
月
）
〜
27
日�

（
金
）

※
現
入
居
者
の
退
去
が
な
く
、
空
き
家

が
生
じ
な
い
場
合
は
入
居
で
き
ま
せ

ん
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
（
財
）
津
山
市

都
市
整
備
公
社
3
32
‐
２
１
２
７
へ

出
願
期
間
　
３
月
３
日
（
水
）
〜
10
日�

（
水
）
（
直
接
持
参
す
る
こ
と
）

出
願
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

選
考
方
法
　
聴
講
生
＝
出
願
書
類
、
研

究
生
・
科
目
等
履
修
生
＝
出
願
書
類

お
よ
び
面
接
な
ど

検
定
料
　
４
、
９
０
０
円

入
学
料
　
聴
講
生
・
科
目
等
履
修
生
＝
８
、

４
０
０
円
、
研
究
生
＝
２
万
５
、
１

０
０
円

授
業
料
　
聴
講
生
・
科
目
等
履
修
生
＝

１
単
位
６
、
１
０
０
円
、
研
究
生
＝

１
か
月
１
万
２
、
４
０
０
円

出
願
・
問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
工
業
高

等
専
門
学
校
学
生
課
3
24
‐
８
２
９

２
へ
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声
の
広
報
を
ご
利
用
く
だ
さ
い�

視
覚
障
害
の
あ
る
人
へ�

公
的
個
人
認
証
に
関
す
る
法
律�

施
行
さ
れ
ま
す�

住
宅
相
談�

お
気
軽
に
ど
う
ぞ�

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち�

入
居
者
募
集�

平
成
１６
年
度
聴
講
生
・�

研
究
生
・
科
目
等
履
修
生
募
集�

津
山
工
業
高
等
専
門
学
校�

２月７日は北方領土の日�“粘り抜く　熱意と対話で　四島（しま）返還”�

市役所では、毎週金曜日は午後７時まで時間を延長して、�
住民票などを交付しています�

平
成
16
年
度�

市
立
幼
稚
園
教
諭
採
用
資
格
試
験�

お
知
ら
せ
し
ま
す�

縦
覧
と
意
見
書
の
提
出�

　　　　　　　　　　　�



21

�������������

対
象
　
市
内
在
住
で
満
２
歳
以
上
の
未

就
学
児
を
養
育
し
て
い
る
人

活
動
内
容
　
リ
ズ
ム
遊
び
や
人
形
劇
の

観
劇
、
戸
外
遊
び
な
ど
、
親
子
で
遊

び
を
通
じ
て
楽
し
く
活
動
し
ま
す

活
動
日
　
中
央
児
童
館
（
山
北
）
＝
毎

週
水
・
金
曜
日
、
ワ
イ
ワ
イ
児
童
館�

（
横
山
）
＝
毎
週
火
・
木
曜
日

定
員
　
曜
日
ご
と
に
30
組
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料
（
入
会
金
、
保
険
料
別

途
要
）

説
明
会
　
中
央
児
童
館
＝
２
月
５
日�

（
木
）、
ワ
イ
ワ
イ
児
童
館
＝
２
月
４
日�

（
水
）
各
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※
都
合
の
よ
い
会
場
へ
来
て
く
だ
さ
い

申
込
期
間
　
２
月
10
日
（
火
）
〜
26
日�

（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
中
央
児
童
館

3
22
‐
２
０
９
９
、
ワ
イ
ワ
イ
児
童

館
3
24
‐
４
４
０
０
へ

�

応
募
資
格
　
①
岡
山
県
に
本
籍
ま
た
は

縁
故
の
あ
る
人
で
、
平
成
16
年
４
月
、

東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
あ
る
大

学
（
短
期
大
学
お
よ
び
夜
間
部
を
除

く
）
に
在
籍
す
る
１
年
〜
３
年
生
の

男
子
学
生
②
健
康
な
身
体
を
持
ち
、

寮
で
の
共
同
生
活
が
可
能
な
人
③
学

業
成
績
優
秀
で
勉
学
に
熱
意
の
あ
る

人
④
館
費
・
食
費
そ
の
他
の
生
活
費

が
支
払
え
る
人
⑤
独
立
の
生
計
を
営

む
確
実
な
保
証
人
が
あ
る
人

募
集
人
数
　
11
人
程
度

応
募
手
続
き
　
所
定
の
入
館
願
、
履
歴
書
、

家
庭
お
よ
び
志
望
調
書
、
「
共
同
生

活
に
お
け
る
自
由
と
規
律
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
小
論
文
を
提
出

締
め
切
り
　
２
月
25
日
（
水
）
必
着

※
志
望
大
学
の
合
格
発
表
が
25
日
以
降

に
な
る
人
も
期
日
ま
で
に
提
出
す
る

こ
と

選
考
方
法
　
第
１
次
＝
書
類
選
考
お
よ

び
小
論
文
、
第
２
次
＝
面
接
お
よ
び

意
見
交
換

※
第
２
次
は
第
１
次
合
格
者
の
み

第
２
次
選
考
日
時
　
３
月
14
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

第
２
次
選
考
会
場
　
美
作
教
育
会
館
（
大

手
町
）

※
進
学
大
学
が
決
定
し
た
と
き
は
早
急

に
鶴
山
館
に
連
絡
の
こ
と

鶴
山
館
費
用
　
入
館
費
５
万
円
、
館
費

月
額
１
万
５
、
０
０
０
円
、
維
持
費

月
額
２
万
２
、
０
０
０
円
、
食
費
日

額
朝
３
０
０
円
・
夕
５
０
０
円

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
２
０
２
‐

０
０
１
３
東
京
都
西
東
京
市
中
町
５�

     -

10-

８
（
財
）
鶴
山
館
3
０
４
２
４�

     -

22-

５
９
５
１
へ

�

応
募
資
格
　
①
県
内
に
居
住
す
る
世
帯

の
男
子
学
生
で
、
平
成
16
年
４
月
に

東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
所
在
す

る
大
学
（
夜
間
部
を
含
む
）
に
１
年

生
と
し
て
入
学
す
る
人
②
身
心
と
も

に
健
全
で
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
人
③
勉
学
に
熱
意
の
あ
る
人

④
寮
費
・
食
費
が
支
払
え
る
人
⑤
独

立
の
生
計
を
営
む
確
実
な
保
証
人
が

あ
る
人

募
集
人
数
　
約
30
人

応
募
手
続
き
　
所
定
の
入
寮
願
、
履
歴

書
及
び
家
庭
調
書
、
調
査
書
、
健
康

診
断
書
（
平
成
16
年
３
月
卒
業
見
込

者
以
外
）
を
提
出

応
募
期
間
　
２
月
２
日
（
月
）
〜
３
月

１
日
（
月
）

所
在
地
　
東
京
都
港
区
高
輪
３
‐
14
‐
21

費
用
　
寮
費
年
額
16
万
８
、
０
０
０
円
、

食
費
月
額
２
万
１
、
０
０
０
円

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
７
０
０
‐

８
５
７
０
岡
山
市
内
山
下
２
‐
４
‐

６
岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
内 �

（
財
）
岡
山
県
育
英
会
3
０
８
６
‐
２

２
６
‐
７
５
９
８
へ

�������

と
き
　
１
月
31
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
津
山
国
際
ホ
テ
ル
（
山
下
）

演
題
　
男
と
女
の
新
し
い
関
係
〜
男
と

女
の
よ
く
ば
り
人
生
学
〜

講
師
　
吉
武
輝
子
さ
ん
（
評
論
家
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
委
社
会
教
育
課

3
32
‐
２
１
１
９
へ

�

と
き
　
２
月
７
日
（
土
）
・
８
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
鶴
山
塾
（
電
話
相
談
可
）

対
象
　
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
や
保
護
者

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
育
相
談

セ
ン
タ
ー
「
鶴
山
塾
」
3
22
‐
２
５

２
３
へ

児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ�

会
員
を
募
集
し
ま
す�

鶴
山
館
入
館
生�

募
集
し
ま
す�

岡
山
県
育
英
会
東
京
寮�

入
寮
生
募
集�

鶴
山
塾
休
日
相
談�

ご
利
用
く
だ
さ
い�

ひ
と
・
ふ
れ
あ
い
講
演
会�

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い�

放映時間：毎日　午前６時～翌日午前１時�
◆こんにちは市役所さん：�
◆津 山 ニ ュ ー ス：毎日　偶数時間の00分～�
◆情報ホットライン：毎時57分～00分（18時台、22時台は除く）�

ケーブルテレビ放送のお知らせ 

無料調停相談会�
とき：２月13日（金）午前10時～午後３時　ところ：津山市総合福祉会館　相談員：民事調停委員、
家事調停委員　相談内容：土地・金銭貸借・交通事故など民事に関する問題、離婚・相続・扶養な
ど家事に関する問題　※秘密厳守です　問い合わせ先：岡山地方裁判所津山支部322‐9326へ

２月２日（月）～８日（日）　偶数時間の15分～（津山ファミリー・サポート・センター）�
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�������������

と
き
　
２
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

対
象
　
ふ
ろ
し
き
包
み
に
興
味
の
あ
る

人�

定
員
　
50
人
程
度

講
師
　
森
田
知
都
子
さ
ん
（
ふ
ろ
し
き

研
究
会
代
表
）

参
加
費
　
無
料
（
資
料
代
実
費
）

締
め
切
り
　
２
月
５
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
環
境
生
活

課
3
32
‐
２
０
５
６
へ

�

と
き
　
１
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

テ
ー
マ
　
も
っ
と
イ
キ
イ
キ
！
グ
ル
ー

プ
活
動
〜
活
動
を
よ
り
豊
か
に
し
て

く
れ
る
ア
ノ
手
コ
ノ
手
を
学
び
あ
お

う
！
〜

講
師
　
小
野
三
津
子
さ
ん
（
環
境
共
育

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
委
社
会
教
育
課

3
32
‐
２
１
１
８
へ

と
き
　
２
月
18
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
15
分

と
こ
ろ
　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対
象
　
事
業
主
お
よ
び
労
務
管
理
担
当

者
内
容
　「
不
況
時
代
に
打
ち
克
つ
人
材
活

性
化
プ
ラ
ン
」
「
解
雇
ル
ー
ル
の
法

制
化
に
つ
い
て
」
の
講
演

定
員
　
１
５
０
人

受
講
料
　
無
料

締
め
切
り
　
２
月
12
日
（
木
）

申
込
方
法
　
岡
山
県
労
働
基
準
協
会
津

山
支
部
に
備
え
付
け
の
所
定
の
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
７
０
８
‐ 

　
０
０
２
２
津
山
市
山
下
92
‐
１�

　
岡
山
県
労
働
基
準
協
会
津
山
支
部（
津�

　
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内
）
3
 22

 
‐
５
４
５
４
、
5
25
‐
２
２
６
０
へ

ふ
ろ
し
き
で
素
敵
に
エ
コ
ラ
ッ
ピ
ン
グ�

消
費
生
活
講
座�

生
涯
学
習
特
別
講
座�

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い�

労
務
管
理
講
習
会�

ご
参
加
く
だ
さ
い�

合同無料相談会�
とき：１月22日（木）午前９時30分～午後４時　ところ：市役所２階大会議室　相談員：弁
護士、司法書士、土地家屋調査士、税理士など　相談内容：法律、不動産登記、年金な
ど　※秘密厳守です　問い合わせ先：岡山県不動産鑑定士協会3086‐231‐4711へ

身に覚えのない請求にご注意！！�知って得する� のコーナー�

　前略、このたび、あなた様がご利用いただいている、
さまざまな金融機関から債権回収の依頼を受理いたし
ました○○興業と申します。あなた様がこれ以上お支
払いをする意思がないと判断し「貸金業法第24条債権
譲渡等の規制」によりあなた様の債権回収業務を強制
的に実行いたします。同時にご利用されている金融機
関の全停止処分、信用情報機関へのブラックリストと
しての登録、さらに財産の差し押さえなども行います。
　なお、あなた様にはすでに一括請求が命じられてい
ますので、本日中にご入金・ご連絡なき場合は、当社
の特別地方回収員がご自宅や勤務先などへ早急にうか
がいます。しかし、ご相談に応じることも可能ですので、
至急下記までご連絡くださいますようお願い申し上げ
ます。�

　ご連絡先　０９０－○○○○－○○○○�
　受付時間　午前９時～午後３時まで�
　債権者代理人　○○興業（全国債権回収協会加入）�

最 終 通 告 通 知 �
　このようなはがきが届くケースが多く報告されてい
ます。それ以外にも「有料サイト利用料の請求」「携
帯電話ワン切り」など、悪質なものが後を絶ちません。
�
〈対処法〉
○身に覚えのないものは支
払わない、請求には応じ
ないようにしましょう
○こちらからは一切連絡し
ないようにしましょう。業�
　者側から連絡があっても、名前・住所・電話番号・勤
務先などの個人情報は知られないようにしましょう
○はがきは保存してようすをみてください

岡山県消費生活センター　　　　　3086‐226‐0999�
岡山県消費生活センター津山支所　323‐1247�
津山市環境生活課　　　　　　　　332‐2056�
津山警察署（脅迫のとき）　　　　325‐0110

困 っ た と き の 相 談 先 �

（
社
）�



情報コーナー情報コーナー�

23
ひと・ふれあい�
講演会�

とき：12月13日（土）午後1時30分～３時　ところ：ベルフォーレ津山　演題：やさしい街　やさしい人
講師：石井めぐみさん（女優）　参加費：無料　問い合わせ先：市教委社会教育課332‐2119へ

と
き
　
２
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ
　
さ
ん
・
さ
ん

内
容
　
自
分
で
で
き
る
身
体
の
調
整
法

講
師
　
井
汲
節
子
さ
ん
（
日
本
ヨ
ー
ガ

療
法
学
会
理
事
）

定
員
　
30
人
（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

※
無
料
託
児
あ
り
（
予
約
要
）

参
加
費
　
無
料

締
め
切
り
　
２
月
20
日
（
金
）

申
込
方
法
　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」
3

 31
‐
２
５
３
３
、
5
31
‐
２
５
３
４

へ

�

《
人
形
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

と
き
　
１
月
19
日
（
月
）
午
後
３
時
〜

５
時

と
こ
ろ
　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

対
象
　
３
〜
６
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
30
組
（
先
着
順
）

※
無
料
託
児
あ
り
（
予
約
要
）

参
加
費
　
１
、
０
０
０
円

《
み
ん
な
の
人
形
劇
場
》

と
き
　
１
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

内
容
「
お
お
き
く
な
あ
れ
」
「
３
び
き

の
こ
ぶ
た
と
ち
い
さ
な
お
う
ち
」

参
加
費
　
大
人
１
、
２
０
０
円
、
子
ど

も
６
０
０
円
（
３
歳
以
上
）

※
当
日
券
は
２
０
０
円
増
し

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
子
ど
も
広
場
3

 22
‐
６
１
７
７
（
火
〜
金
曜
日
、
午

後
１
時
〜
５
時
）
へ

�

と
き
　
第
１
次=

１
月
25
日
（
日
）
、

第
２
次=

２
月
11
日
（
祝
）
午
前
７

時
30
分
津
山
総
合
体
育
館
出
発
（
午

後
５
時
帰
着
予
定
）

と
こ
ろ
　
恩
原
高
原
ス
キ
ー
場
（
上
齋

原
村
）

対
象
　
小
学
校
４
年
生
以
上

定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
４
、
０
０
０
円
（
交
通
費
、

受
講
料
、
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

※
貸
し
ス
キ
ー
希
望
の
場
合
、
別
途
料

金
が
必
要
で
す

締
め
切
り
　
第
１
次=

１
月
20
日
（
火
）
、

第
２
次=

２
月
６
日
（
金
）

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
む

※
今
回
か
ら
小
学
校
５
年
生
以
上
を
対

象
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
指
導
も
行
い

ま
す
（
第
１
次
の
み
、
先
着
６
人
）

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
市
ス
キ
ー
連
盟
・

田
島
さ
ん
3
 22
‐
９
０
０
５
へ

さ
ん
・
さ
ん
健
康
講
座�

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
姿
勢
を
正
そ
う�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
人
形
劇�

人
形
劇
団
の
の
は
な�

津
山
市
ス
キ
ー
教
室�

白
銀
の
世
界
へ
行
こ
う
！�

生ごみ処理機の購入補助�今年度　まだあります�

市環境事業課�
322-8255情報コーナー�

　市では、家庭から出る生ごみを減量するために生
ごみ処理機などを購入する場合、補助制度を設けて
います。平成15年度の補助枠がもう少しありますので、
生ごみ処理機を使って生ごみを減量しませんか。�
　方法や機種によっては、土壌改良剤として再利用
できるものや、水分を取って悪臭を防ぐことができ
るものがあります。�

内容：購入価格の４分の１（限度額１万5,000円）
条件：市内指定店での購入に限ります

内　　容：１世帯あたり
　　　　　２個以内
自己負担：１個
　　　　　 1,270円

申請方法：購入前に市環境事業課へ直接連絡して
　　　　ください�

◆電気式生ごみ処理機�

◆コンポスト容器�
（業者の配達になります）�

内　　容：１世帯あたり�
　　　　　２セット以内�
　　　　（２個１セット）�
自己負担：１セット�
　　　　　 1,260円�

◆ボカシ容器�
（業者の配達になります）�


